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統計から社会の実情を読み取

第169回 リスクや失敗を恐れる日本人 (国際比較)
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アル フ

主要先進国の中で最もリスクに慎重な

日本人

人生にリスクや失敗はつきものである。しか

し、それを恐れるだけなのか、それともむしろ

チャンスととらえるかでその後の人生は大きく

異なって来よう。ここでは、成人と子どもの両

方で、リスクや失敗に対する姿勢を各国間で比

較した意識調査結果を見てみよう。

結論的には、日本人は、リスクを好機ではな

く単に脅威と感じる傾向があり、世界の中で最

も失敗を恐れている姿が明らかである。慎重さ

が共通と見られるドイツ人と日本人だが、 ドイ
ツ人のプラス思考とは対照的な日本人のマイナ

ス思考が目立っている。

まず、成人の意識調査結果から見てみよう。

OECD(経済協力開発機構)のスキル報告書
は、ロイズが 2019年 に行ったリスクに対する

各国意識調査の結果を掲載している。これは、

リスクを「危険Jと 考えるか、「好機Jと 考え

るかの違いを探った調査である。

OECD全体では、 リスクを「危険Jと 考え
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る回答率、「好機Jと 考える回答率がそれぞれ

68.2%、 22.3%と なってお り、多くの者は「危険J

と考え、「好機Jと するのは 2割強の少数派で

あることが分かる (図 1参照)。

対象 40カ 国の中で日本は、「危険」回答が

79.6%と 7番 目に高 く、「好機J回答が 153%

と28番 目に低い。

ちなみに「危険J回答の最大、最小は、それぞれ、

メキシコ、ラトビアであり、「好機J回答の最大、

最小は、それぞれ、ドイツ、クロアチアであった。

「危険」回答の高い国は、メキシコ、コロン

ビアなど中南米の国が多く、実際、犯罪などの

危険が多い国だから回答も「危険Jが多くなっ

ていると考えられる。日本は安全な国であるは

ずなのに「危険J回答が多い点が目立っている

といえよう。ヨーロッパでも、スペインやス

ウェーデンは日本以上に「危険」回答が多 くなっ

ているが、これは日本と同様に用心深い国民性

によるところが大きいと考えられよう。

表 1では主要先進国 (G7諸国と韓国)の デー

タを抜き出した。日本が「危険J回答が トップ、
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図 1 リスクを脅威と取るかチヤンスと考えるか (国際比較 )
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「好機J回答が最低であるのが目立っている。

同じく慎重で用心深いと考えられているドイツ

が「危険J回答最低、「好機J回答最高である

のは意外である。

なお、同じデータで属性男1の 「危険」回答率

を比較すると (図 2)、 男性 より女性、富裕層

より貧困層、大卒以上より大卒未満の方がリス

クを好機 というより危険と感じやすいことが分

かる。男女差は本性的なものに根差 していると

表 1 主要先進国の対リスク観 (%)

危険

(Danger)

好機

(Opportunly)

日本 796 153
フランス 779 193
イタリア 773 176
カナダ 664 304
英国 645 285

米国 641 343
韓国 606 386
ドイツ 562 398

注 資料)図 1と 同 じ
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図2 属性別の対リスク姿勢
注・資料)図 1と 同 じ

考えられるが、所得や学歴の差は、好機を生か

せる恵まれた環境にあるかどうかが回答結果に

反映していると見なせよう。

世界一リスクや失敗を恐れる

日本の高校生

図 3に は、OECDの 学力調査である PISA

調査における生徒質問から 15歳高校生が抱 く

リスクや失敗への恐れに関する4設間の調査結

果を示した。

まず、「困難な状況でも切 り抜けられるJと

いう自信をもっている高校生は日本の場合、

58.6%と OECD諸 国の中でも一段 と低い最低
値となっている。

さらに次の失敗に対する気持ちの持ち方に関

する 3設間のうち、「他人にどう思われるか悩

む」や「ダメな自分を悔やむJと いったマイナ

ス思考の比率は、やはり、OECD諸 国中、最
も高 くなっている。

ただし、失敗に際 して「どうしてょぃか分

からなくなるJと いうパニック状態に関 して

は、日本の場合、60.9%と それほど高 くなく、

OECD諸国中 9位である。あきらめが早 く、失
敗で取 り乱すことはそれほどないようだ。この
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表 2 主要先進国生徒の対リスク・対失敗観

マイナス

順位

困難な状況
でも切り抜
けられる

失敗しそう
なとき他人
にどう思わ
れるカソ脳む

失敗しそう
なときダメ

な自分を悔
やむ

失敗しそう
なときどう
してよいか

分からなく
なる

1位 日本 日本 日本 英国

2位 フランス 韓国 韓 国 カナダ

3位 英国 英国 カナダ 米 国

4位 韓国 カナダ 英国 フランス

5位 ドイツ 米国 フランス 日本

6位 イタリア イタリア 米 国 イタリア

7位 カナダ ドイツ イタリア 韓 国

8位 米 国 フランス ドイツ ドイツ

注・資料 )図 3と 同 じ

点に関しては、英国、カナダ、オース トラリア、

あるいは米国といつた英語圏諸国で値が高 く

なってお り、確信 している成功が得られない場

合の気持ちの切 り替えは不得意なようだ。一方、

英語圏とは真逆に、最下位からオランダ、 ドイ
ツ、オース トリアの順である。欧米の中でも成

功を前提としすぎる英語圏に対して、失敗を前

提とするドイツ語圏という違いがありそうだ。

成人の対 リスク観の結果 と同じように、高校

生の対リスク・対失敗観に関して、主要先進国

のランキングを表 2に整理した。

成人向けと高校生向けという全 く異なる調査

であるにもかかわらず、日本や ドイツに関して、

ほとんど共通の結果となっている点に両調査の

信ぴょう性の高さが感じられる。

日本人が用心深く、失敗を恐れるというのは納

得的であるが、日本とドイツがリスクや失敗に対

する姿勢に関して正反対である点は、やはり、気

になる。 ドイツの場合、`真重さがマイナスになら
ないように、失敗を恐れない気風を子どもの頃か

ら養う国民性なのであろうか。いずれにせよドイ

ツの場合、リスクテイキングの気風があるといっ

ても、地がチャレンジング (または無謀)な英米

とは異なった脈絡で考える必要があろう。



困難な状況でも切り抜けられる

失敗しそうなときダメな自分を悔やむ

図 3 リスクや失敗に対する高校生の恐れ (OECD諸国比較 )
注) 15歳高校生徒に対する質問票の結果
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